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【表紙の写真】

　10月１日、消防技術を競う第68回茨城
県消防ポンプ操法競技大会県央地区大会が、
茨城県立消防学校で行われました。
　町からは、ポンプ車操法の部に茨城町消
防団第３分団第２部（鳥羽田）が出場し、
日ごろの訓練の成果を披露しました。

９月定例会あらまし…………………２Ｐ

一般質問………………………………６Ｐ

議会活動報告…………………………７Ｐ
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９月定例会あらまし

茨城町　議会だより　許

　
平
成
　
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７

29

日
か
ら
　
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開

15

か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
に
は
、
町
長
よ
り
、
上
半
期

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
及
び
特

28

別
会
計
決
算
認
定
な
ど
、　
議
案
に
つ
い

11

て
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
議

11
員
が
執
行
部
の
考
え
を
質
し
、
そ
の
後
、

議
案
　
件
、
陳
情
２
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管

11

の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
　
日
の
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会

15
委
員
長
よ
り
、
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査

結
果
の
報
告
が
あ
り
、
討
論
・
採
決
の
結

果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
２
件
の
う
ち
、

１
件
を
採
択
、
１
件
を
継
続
審
査
と
し
、

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

認
定
さ
れ
た
議
案

〇
平
成
　
年
度
茨
城
町
一
般
会
計
及
び

28

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
３
項
及
び

同
法
第
２
４
１
条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ

く
付
議
。

【
賛
成
多
数
】

唖
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平成28年度一般会計及び特別会計決算認定を含む平成28年度一般会計及び特別会計決算認定を含む
議案など、12件を認定・可決・採択しました。議案など、12件を認定・可決・採択しました。
平成28年度一般会計及び特別会計決算認定を含む
議案など、12件を認定・可決・採択しました。

平成29年　第３回定例会
【会期：平成29年9月7日～15日　9日間】

〇
平
成
　
年
度
茨
城
町
公
営
企
業
会
計

28

決
算
認
定
に
つ
い
て

・
地
方
公
営
企
業
法
第
　
条
第
４
項
の
規

30

定
に
基
づ
く
付
議
。

【
全
員
賛
成
】

可
決
さ
れ
た
議
案

〇
茨
城
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
個
人
住
民
税
に
お
い
て
、
配
偶
者
控
除

が
適
用
さ
れ
る
　
万
円
以
内
に
所
得
を
抑

38

え
る
就
業
調
整
を
解
消
す
る
た
め
、
配
偶

者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶
者
の
合

計
所
得
金
額
の
上
限
を
、
給
与
収
入
１
４

１
万
円
（
所
得
　
万
円
）
未
満
か
ら
２
０

76

１
万
円
（
所
得
１
２
３
万
円
）
未
満
に
引

き
上
げ
る
な
ど
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
改
正
。

　
平
成
　
年
度
（
平
成
　
年
分
の
所
得
）

31

30

か
ら
適
用
。

【
全
員
賛
成
】

〇
デ
ジ
タ
ル
行
政
無
線
（
同
報
系
）
施

設
整
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
　

・
契
約
の
相
手
方

　
　
水
戸
市
中
央
１
丁
目
２
番
　
号
15

　
　
株
式
会
社
　
日
立
国
際
電
気
茨
城
営

　
　
業
所
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所
長
代
理
　
五
十
嵐
　
和
男

・
契
約
金
額
　

　
　
４
４
８
９
万
１
９
８
２
円

・
履
行
期
限

　
　
平
成
　
年
３
月
　
日

30

15

【
全
員
賛
成
】

〇
平
成
　
年
度
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整

29

備
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
契
約
の
相
手
方

　
　
石
岡
市
国
府
５
丁
目
２
番
　
号
25

　
　
有
限
会
社
　
鈴
機

　
　
代
表
取
締
役
　
鈴
木
　
直
人

・
契
約
金
額
　

　
　
３
５
１
４
万
５
９
５
８
円

・
履
行
期
限

　
　
平
成
　
年
２
月
２
日

30

【
全
員
賛
成
】
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哀
哀
哀
哀

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

採
択
と
な
っ
た
も
の

〇
桜
の
郷
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
よ
り
茨

城
町
西
イ
ン
タ
ー
に
繋
ぐ
道
路
新
設
に

関
す
る
陳
情
　

　
茨
城
町
大
戸
１
３
４
８－
１

　
　
大
戸
地
区
区
長
会

　
　
　
会
長
　
長
山
　
廣

　
茨
城
町
常
井
６
２
２－

１

　
　
大
戸
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
会
長
　
福
田
　
喜
一

　
茨
城
町
大
戸
１
６
８
４

　
　
大
戸
地
区
区
長
Ｏ
Ｂ
会

　
　
　
会
長
　
打
越
　
贇

【
陳
情
内
容
】

　
大
戸
地
内
の
町
道
１
０
９
号
線
の
渋
滞

解
消
を
目
的
と
す
る
道
路
新
設
に
つ
い
て

　
茨
城
中
央
工
業
団
地
、
ま
た
は
茨
城
町

西
イ
ン
タ
ー
よ
り
桜
の
郷
の
水
戸
医
療
セ

ン
タ
ー
や
水
戸
方
面
に
向
か
う
自
動
車
の

多
く
は
、
大
畑
を
通
り
大
戸
幼
稚
園
下
の

交
差
点
を
通
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
通
勤

時
間
は
大
渋
滞
と
な
り
、
子
ど
も
の
通
学

時
間
帯
と
重
な
り
大
変
危
険
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
、
茨
城
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
が
隣
接
す
る
地
域

と
し
て
、
１
分
１
秒
を
争
う
生
命
の
大
切

さ
の
観
点
か
ら
も
道
路
の
混
雑
の
解
消
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、

桜
の
郷
近
藤
区
よ
り
馬
渡
の
西
側
を
通
し

て
駒
渡
の
細
谷
建
材
前
の
信
号
に
繋
ぐ
道

路
を
新
設
す
れ
ば
この
問
題
は
解
決
し
ま
す
。

　
な
お
、
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

茨
城
町
西
イ
ン
タ
ー
と
茨
城
中
央
工
業
団

地
と
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
、
県
庁
も
短
距

離
で
結
ば
れ
、
茨
城
中
央
工
業
団
地
の
評

価
も
上
が
り
販
売
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

是
非
、
こ
の
道
路
を
新
設
さ
れ
る
よ
う
強

く
陳
情
致
し
ま
す
。

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

〇
「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す

る
意
見
書
採
択
」
に
関
す
る
陳
情

　
新
潟
県
村
上
市
三
之
町
１
番
１
号

　
　
全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員
連

　
　
盟
　

　
　
　
会
長
　
板
垣
　
一
徳

　
　
　
（
新
潟
県
村
上
市
議
会
議
員
）

審
議
未
了
と
な
っ
た
も
の

〇
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活

を
求
め
る
請
願

　
茨
城
町
上
飯
沼
６
２
６

　
　
茨
城
中
央
農
民
組
合
　

　
　
　
浅
井
　
紘
一

請
願
・
陳
情
の
提
出
に
つ
い
て

　
請
願
書
・
陳
情
書
の
書
き
方
、
留
意
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
請
願
書
（
陳
情
書
）
は
そ
の
要
旨
、
理
由
を
簡
単
に
、
分
か
り
や
す
く
書
い
て

く
だ
さ
い
。

②
提
出
年
月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
、
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
、
そ
の
名

称
及
び
代
表
者
氏
名
）
を
書
い
て
必
ず
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

③
請
願
の
場
合
は
、
一
人
以
上
の
紹
介
議
員
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
紹
介
す
る
議

員
は
、
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
陳
情
書
の
場
合
は
、
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
道
路
等
は
簡
単
な
地
図
・
略
図
・
図
面
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
外
何
名
の
場
合
は
、
別
紙
と
し
て
署
名
捺
印
名
簿
（
同
じ
書
式
で
横
書
き
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
定
例
会
開
会
予
定
日
の
　
日
前
ま
で
に
議
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

10

記入例

[表紙]

○○○○○○○に関する（請願・陳情）
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
　　　　　　紹介議員
　　　　　　氏名　○○　○○　印

　　　（陳情の場合は、紹介議員不要）

[請願・陳情文]

○○○○○○に関する（請願・陳情）

１．要　旨

２．理　由

　　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　請願（陳情）代表者の
　　　　住所
　　　　氏名　○○　○○　印
　　　　　　　（又は外○○名）

茨城町議会議長　○○　○○様



茨城町　議会だより　鋸

９月定例会あらまし

差引額歳　出歳　入会　計　名
1億3467万円48億9108万円50億2575万円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

37万円3億  692万円3億  729万円後期高齢者医療保険特別会計
5961万円29億9228万円30億5189万円介 護 保 険 特 別 会 計
761万円2億4542万円2億5303万円農業集落排水事業特別会計
547万円6億6450万円6億6997万円公共下水道事業特別会計

1億1992万円6億4292万円7億6284万円収益的収支水 道 事 業
会 計 ▲2億6326万円4億3657万円1億7331万円資本的収支

20万円461万円481万円工 業 用 水 道 事 業 会 計

※水道事業会計　資本的収支の不足額は損益勘定留保資金（現金の支出を必要としない費用の減価償却費など
　内部に留保している資金）等で補てんしています。

町債町債
6億3460万6億3460万
地方消費税交付金地方消費税交付金
5億470万円5億470万円
繰入金繰入金
4億5996万円4億5996万円
その他その他
8億7555万円8億7555万円

地方消費税交付金
5億622万円（4.5％）
町債
4億9720万円（4.4％）
繰越金
4億739万円（3.6％）
その他
10億788万円
（9.0％）

特別会計及び企業会計

一般会計

土木費土木費
11億1577万円11億1577万円

その他その他
1億7062万円1億7062万円

教育費教育費
10億6639万円10億6639万円

公債費公債費
8億2272万円8億2272万円

衛生費衛生費
7億7944万円7億7944万円

農林水産業費農林水産業費
6億3563万円6億3563万円

消防費消防費
4億86万円4億86万円

商工費商工費
1億5296万円1億5296万円

歳出歳出

町税町税
36億2608万円36億2608万円
（32.1％）（32.1％）

町税
36億2608万円
（32.1％）

民生費民生費
39億3868万円39億3868万円
（36.1％）（36.1％）

地方交付税地方交付税
28億6745万円28億6745万円
（25.4％）（25.4％）

国県支出金国県支出金
23億6815万円23億6815万円
（21.0％）（21.0％）

地方交付税
28億6745万円
（25.4％）

国県支出金
23億6815万円
（21.0％）

総務費総務費
20億9336万円20億9336万円
（19.2％）（19.2％）

民生費
39億3868万円
（36.1％）

総務費
20億9336万円
（19.2％）

土木費
9億8221万円
（9.0％）

その他
1億2635万円
（1.2％）

教育費
9億5730万円
（8.8％）

公債費
8億3381万円
（7.6％）

衛生費
7億4988万円
（6.9％）

農林水産業費
6億3318万円
（5.8％）

消防費
4億4409万円
（4.1％）

商工費
1億3899万円
（1.3％）

歳入
112億8037万円

歳出
108億9785万円

一般会計

歳入  112億8037万円　　歳出  108億9785万円
差引額  3億8252万円 ・平成29年度に繰り越して使用する分

　　　　　　　　　　  ２億2252万円
・将来に備えて基金へ積み立てた分
　　　　　　　　　　  １億6000万円(                              )

認定された平成28年度歳入歳出決算
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可決された平成29年度補正予算

補正後の額補正額補正前の額会　計　名

110億2756万円2369万円110億  387万円一　 般　 会　 計

49億1265万円603万円49億  662万円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

3億1722万円▲38万円3億1760万円後期高齢者医療保険特別会計

31億5778万円5309万円31億  469万円介 護 保 険 特 別 会 計

2億8269万円16万円2億8253万円農業集落排水事業特別会計

7億3031万円▲113万円7億3144万円公共下水道事業特別会計

９月定例会あらまし

○一般会計補正予算の概要

総務費　▲2504万円
・職員給与費等 ▲2565万円

・社会保障・税番号制度事業費 61万円

民生費　25万円
・職員給与費 270万円
・各種特別会計繰出金 ▲1018万円
・多子世帯保育料軽減事業費 428万円
・その他 345万円

衛生費　1531万円
・職員給与費 ▲222万円

・自立分散型エネルギー設備導入促進
　事業補助金 20万円

・霞台厚生施設組合負担金 1661万円

・その他 72万円

農林水産業費　4234万円
・職員給与費 312万円
・渡里台地土地改良区事業費 646万円
・農業集落排水整備事業特別会計繰出金
   ▲545万円
・いばらきの産地パワーアップ支援事業費
 2993万円
・いばらきの園芸産地改革支援事業費
 263万円
・身近なみどり整備推進事業費 310万円
・その他 255万円

商工費　▲106万円
・職員給与費 ▲106万円

土木費　▲727万円
・職員給与費 ▲495万円
・町営住宅事務費 78万円
・公共下水道事業特別会計繰出金
 ▲310万円

消防費　▲792万円
・職員給与費 ▲650万円

・消防団員退職報償金 ▲142万円

教育費　708万円
・職員給与費等 564万円
・オリンピック・パラリンピック教育
　推進事業費 17万円
・文化財管理事業費 90万円
・国体推進事業費 37万円
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一般質問

７
４
５
世
帯
、
５
割
軽
減
は
８
６
６
世
帯
、

２
割
軽
減
は
７
７
１
世
帯
で
、
加
入
世
帯

の
約
　
・
６
％
が
軽
減
世
帯
で
あ
る
。
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　原

発
事
故
の
際
の
広
域

　原
発
事
故
の
際
の
広
域
避避

　難
計
画
に
つ
い

難
計
画
に
つ
い
てて

　質
問
　
①
広
域
避
難
計
画
策
定
の
進
捗
状

況
を
聞
く
。
中
間
段
階
で
の
町
民
説
明
会

を
開
き
、
町
民
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ

よ
。
さ
ら
に
避
難
訓
練
の
実
施
を
求
め
る
。

②
　
キ
ロ
圏
内
の
自
治
体
が
義
務
付
け
ら

30
れ
て
い
る
要
支
援
者
名
簿
作
成
の
現
状
。

要
支
援
者
の
避
難
の
際
の
地
域
住
民
と
の

協
力
体
制
に
つ
い
て
。

答
弁
　
①
本
町
で
は
潮
来
市
と
神
栖
市
を

避
難
先
と
し
て
お
り
、
両
市
へ
本
年
５
月

末
に
改
め
て
避
難
者
数
の
情
報
を
提
示
し

た
。
今
後
現
地
調
査
に
よ
り
、
広
域
避
難

に
関
す
る
協
定
締
結
へ
協
議
を
進
め
る
。

避
難
計
画
の
骨
子
を
作
成
し
た
時
点
で
町

民
説
明
会
を
開
催
し
、
町
民
の
意
見
を
反

映
し
た
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
の
策
定

と
、
時
期
を
見
て
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
。

②
災
害
対
策
基
本
法
、
茨
城
町
災
害
時
要

援
護
者
支
援
制
度
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、

対
象
者
の
名
簿
を
作
成
、
本
年
６
月
末
現

在
の
要
支
援
者
数
は
１
７
７
８
人
。
今
後
、

要
支
援
者
の
避
難
支
援
に
関
す
る
事
項
を

地
域
防
災
計
画
に
組
み
入
れ
て
い
く
。
要

支
援
者
を
安
全
に
誘
導
す
る
た
め
、
消
防

団
、
地
元
自
治
会
、
民
生
委
員
等
地
域
住

民
と
の
協
力
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

保
険
者
証
交
付
世
帯
数
、
資
格
証
明
書
交

付
世
帯
数
を
明
ら
か
に
。
納
付
へ
の
働
き

か
け
、
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
へ
移
管

す
る
場
合
と
は
。
低
所
得
者
へ
の
軽
減
制

度
の
世
帯
数
と
割
合
は
。

答
弁
　
①
本
町
の
国
民
健
康
保
険
の
状
況

は
、
加
入
者
数
が
年
々
減
少
す
る
一
方
で

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
運
営
は
大
変
厳
し
く
、
単
年
度
収
支

で
約
１
億
円
近
く
の
赤
字
が
続
き
、
平
成

　
年
度
中
に
は
支
払
準
備
基
金
が
底
を
つ

29く
見
込
み
。
来
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保

険
制
度
の
広
域
化
を
前
に
、
本
年
　
月
に

11

県
か
ら
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の

額
が
示
さ
れ
る
。
今
後
の
国
民
健
康
保
険

税
の
収
入
見
込
み
や
医
療
費
の
推
移
等
を

試
算
し
、
税
率
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
は
、
町
の
財
政

状
況
や
一
般
会
計
負
担
の
あ
り
方
な
ど
を

踏
ま
え
て
検
討
す
る
。
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
に
、
国
が
財

源
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
平
成
　
年
度
の
滞
納
の
状
況
は
、
５
６

28

７
２
の
加
入
世
帯
の
う
ち
７
１
３
世
帯
、

全
体
の
約
　
・
６
％
。
短
期
被
保
険
者
証

12

の
交
付
は
１
５
０
世
帯
、
資
格
証
明
書
の

交
付
は
　
世
帯
。
滞
納
世
帯
に
は
、
税
務

61

課
と
連
携
を
図
り
、
督
促
状
、
戸
別
訪
問

や
催
告
書
発
送
な
ど
を
行
い
、
自
主
納
付

を
促
し
て
い
る
。
茨
城
租
税
債
権
管
理
機

構
へ
の
移
管
は
、
複
数
の
税
滞
納
と
合
わ

せ
て
再
三
の
催
告
等
に
応
じ
な
い
高
額
滞

納
者
等
を
対
象
と
し
て
い
る
。
平
成
　
年
28

度
の
軽
減
対
象
世
帯
は
、
７
割
軽
減
は
１

Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
習
会
等
を
開
催
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使

用
の
注
意
点
や
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
未
然
防

止
等
、
周
知
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

②
時
間
外
勤
務
の
統
一
的
な
実
態
把
握
調

査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
多
く
の
教
職
員

が
退
勤
時
間
後
も
勤
務
し
て
い
る
状
況
は

理
解
し
て
い
る
。
中
学
校
の
部
活
動
は
原

則
と
し
て
土
、
日
の
い
ず
れ
か
１
日
を
休

養
日
と
し
て
い
る
。
平
成
　
年
度
よ
り
町

28

内
小
・
中
学
校
に
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

外
部
指
導
員
の
導
入
は
国
・
県
並
び
に
他

市
町
村
の
取
り
組
み
状
況
等
を
踏
ま
え
て

検
討
し
て
い
く
。
学
校
閉
庁
日
は
、
子
ど

も
の
諸
問
題
に
常
に
対
応
可
能
な
態
勢
を

整
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
現
状
の
ま
ま

進
め
て
い
き
た
い
。

③
準
要
保
護
者
に
対
す
る
入
学
準
備
金
に

つ
い
て
、
要
保
護
者
に
準
ず
る
支
給
額
と

す
る
よ
う
見
直
し
の
検
討
を
し
て
い
く
。

支
給
時
期
に
つ
い
て
は
他
市
町
村
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　　国

民
健
康
保
険
税
の
県
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
県
へ
のの

　財
政
運
営
移
管
に
つ
い

財
政
運
営
移
管
に
つ
い
てて

　質
問
　
①
平
成
　
年
４
月
か
ら
国
民
健
康

30

保
険
税
は
市
町
村
か
ら
県
に
財
政
運
営
が

移
管
さ
れ
る
。
来
年
度
の
茨
城
町
の
国
保

税
額
試
算
の
提
示
を
。
値
上
げ
を
抑
え
る

た
め
の
一
般
会
計
繰
入
を
来
年
度
以
降
も

検
討
を
。

②
茨
城
町
の
滞
納
世
帯
数
の
割
合
、
短
期

一
　般
　質
　問

 　子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

　子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
充充

　実
の
た
め

実
の
た
め
にに

　質
問
　
①
町
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
い

じ
め
の
実
態
と
対
応
、
重
大
な
い
じ
め
事

件
発
生
時
の
心
構
え
に
つ
い
て
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用
の
副
読
本
等

が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
茨
城
町
の
小
・
中
学
校
教
職
員
の
勤
務

実
態
・
部
活
動
の
外
部
指
導
員
の
導
入
や

休
養
日
・
業
務
の
ス
リ
ム
化
・
学
校
閉
庁

日
の
導
入
に
つ
い
て
。

③
就
学
援
助
金
に
お
け
る
入
学
準
備
金
の

入
学
前
３
月
支
給
の
検
討
を
。
入
学
準
備

金
支
給
額
を
増
額
す
る
よ
う
要
望
。

答
弁
　
①
昨
年
度
の
い
じ
め
認
知
件
数
は
、

小
学
校
　
件
、
中
学
校
　
件
の
計
　
件
。

16

18

34

毎
月
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
実
態
把

握
に
努
め
て
い
る
。
早
期
発
見
早
期
対
応

が
重
要
で
あ
り
、
い
じ
め
を
生
ま
な
い
環

境
を
作
っ
て
い
く
。
重
大
な
い
じ
め
発
生

時
に
は
、「
茨
城
町
い
じ
め
調
査
委
員
会
」

を
設
け
、
事
実
関
係
を
明
確
に
調
査
す
る
。

川澄　敬子　議員
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議会活動報告

 議会を傍聴してみませんか
　議会では、皆さんの生活に直結した重要な問題が審議されています。
　町政を身近に知るためにも、議会を傍聴してみてはいかがでしょうか。
　傍聴にあたっては、傍聴を希望する当日に受付（役場３階議会事務局）にて傍聴券を受け取り、傍聴
者入口より議場にお入りください。
　傍聴者席は、先着順にて定員35名までとなっております。
　なお、定員を超えた場合は、庁舎１階ロビーに設置してありますテレビでも議会中継をご覧いただけ
ます。

茨城町議会事務茨城町議会事務局局
電話 029-292-1111（代表） 029-240-7193（直通電話　029-292-1111（代表）   029-240-7193（直通））

議会傍聴等についての　
　　お問い合わせ

視
察
研
修
報
告

北
海
道
網
走
市
議
会
視
察
研
修

報
告

　
茨
城
町
議
会
は
、　
月
３
日
、
北
海
道

10

網
走
市
役
所
に
お
い
て
、
議
会
改
革
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
網
走
市
議
会
は
、
国
と
地
方
自
治
体
の

関
係
の
変
化
を
受
け
、
平
成
　
年
か
ら
継

11

続
的
に
議
会
活
性
化
や
議
会
改
革
の
取
り

組
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を

ま
と
め
、
議
会
の
基
本
的
な
理
念
や
議
員

の
活
動
原
則
な
ど
を
定
め
た
議
会
基
本
条

例
を
平
成
　
年
３
月
に
制
定
し
て
お
り
ま

27

す
。
　
研
修
で
は
、
網
走
市
議
会
の
工
藤
議
長

よ
り
議
会
基
本
条
例
を
中
心
に
議
会
改
革

に
つ
い
て
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
条
例
の
詳
細
な
内
容
の
ほ
か
、
制
定
の

背
景
、
経
緯
、
手
法
な
ど
、
具
体
的
な
内

容
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
説
明
終
了
後
は
、
条
例
の
運
用

に
お
け
る
現
状
で
の
課
題
や
問
題
点
、
議

会
活
動
の
あ
る
べ
き
姿
を
踏
ま
え
た
今
後

の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
町
議
会
は
、
現
在
、
本
年
３
月
に
設

置
し
た
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

議
会
改
革
を
推
進
す
る
諸
施
策
の
調
査
、

検
討
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

先
進
地
で
あ
る
網
走
市
議
会
の
取
り
組
み

を
参
考
と
し
て
、
一
層
の
議
会
改
革
に
取

り
組
み
、
公
平
性
、
透
明
性
な
ど
、
議
会

の
あ
る
べ
き
姿
を
明
ら
か
に
し
、
町
政
の

確
か
な
発
展
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会

の
確
立
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。

【
研
修
参
加
者
】

　
海
老
澤
　
忠
・
久
保
田
良
一

　
石
川
　
祐
一
・
鳥
羽
田
創
造

　
入
野
　
富
男
・
大
山
　
宏
治

　
山
西
　
正
樹
・
亀
山
　
勝
男

　
髙
安
　
能
久
・
田
家
　
勇
作

　
福
田
　
　
茂
・
小
貫
　
昭
夫

　
澤
　
　
秀
雄

網走市の議会改革を学ぶ
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議
員
出
席
状
況

　
　
９
月
定
例
会

　
　
　
９
月
７
日
　
１
名
欠
席

　
　
　
　
　
　
日
　
１
名
欠
席

11

　
　
　
　
　
　
日
　
全
員
出
席

15

　
傍
聴
者
数

　
　
９
月
定
例
会

　
　
　
　
　
男
　
　
　
名
21

　
　
　
　
　
女
　
　
４
名

　
　
　
　
　
合
計
　
　
名
25

傍
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
 報
 委
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お知らせ

審 議 等 の 内 容種 別時刻曜月/日期

議会運営委員会

10時水12/61 全員協議会

会議録署名議員の指名、会期の決定、議長の辞職、議
長の選挙、副議長の辞職、副議長の選挙本　会　議

全員協議会

10時木12/72
常任委員会委員の選任
議会運営委員会委員の選任
広報委員会委員の選任
広域議会議員の選挙
議案一括上程、提案理由説明

本　会　議

議事調査休　　　会金12/83

議事調査休　　　会土12/94

議事調査休　　　会日12/105

一般質問
議案等の質疑、委員会付託本　会　議

10時月12/116
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時火12/127

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時水12/138

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時木12/149

議会運営委員会

10時金12/1510 全員協議会

付託案件の報告、質疑、討論、採決本　会　議

平成29年第４回定例会　会期日程（案）


